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平成２５年度

事 業 報 告 書

法人本部報告

こひつじ保育園事業報告

前文及び総括

１ 施設事業運営

２ 施設事業管理

３ 地域社会との関連

４ 苦情処理

５ 会計決算

６ 契約・特記事項
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平成２５年度事業報告

社会福祉法人こひつじ会

こひつじ保育園

〔法人本部事業報告〕

（法人概要）

１ 法人の設立

昭和５５年３月３１日設立認可 同４月１４日登記

昭和５５年４月１日こひつじ保育園施設認可

２ 法人役員

理事長 代 表 豊田明夫（平成２２年８月３１日就任）

理事 豊田ゆり子（昭和５５年４月１４日就任 こひつじ保育園園長）

（本部会計責任者）

理事 飯田孝朗（昭和５５年４月１４日就任 学識経験者）

理事 友野忠汪（昭和５９年４月１４日就任 地域の福祉関係者）

理事 中島慶子（平成１２年４月１４日就任 地域の福祉関係者）

理事 森口克弘（平成１８年４月１４日就任 学識経験者）

理事 康井義明（平成２１年５月２１日就任 学識経験者）

監事 関 悦雄（平成２４年４月１４日就任 学識経験者財務諸表読解者）

監事 河原幸子（昭和５９年４月１４日就任 地域福祉関係者・保育園園長）

以上、定款の規定による。

３ 園地等の状況（基本財産））

園地 東京都町田市原町田２丁目５３番３・５２番１４・５３番９

総面積 ８０３．５２㎥

園舎 鉄筋コンクリート造陸屋根３階建 １棟

延べ床面積 ９３９．３３㎥

（法人運営）

Ａ 理事会

５月２８日 ２４年度事業報告承認、決算報告承認 定款変更（町田市移管）

１１月２１日 第１回補正予算案承認、給与規程変更、報告事項

１月２５日 園業務報告

３月２２日 平成２５年度最終収支補正予算案承認、２６年度事業計画及び収支予算案承認、

次期役員選任・理事長職務代理者選任

Ｂ 監事会

５月２８日 監査報告書提出

Ｃ 活動内容

５月 ２９日 平成２４年度資産変更登記
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１０月 １日 東京都財政援助団体等監査（サービス推進費補助）結果＝指摘無し

Ｄ 会計・管理事務

会計責任者及び代表印保管者 園長 豊田ゆり子

会計事務 鈴木京子

（こひつじ保育園事業報告）

前 文

（理 念）

当園は、戦後間もない激動の貧しい時代に、生まれて間もない赤ちゃんを背負い両手に小さい子供

の手を引いて働きに出かける母親の姿に心打たれ、この人達の救いになればと初代園長の豊田政次郎

・フミ夫妻が昭和２４年１０月に町田市で最初に設立した保育園である。

この愛情溢れる精神を踏まえ、児童福祉法に基づき、「保育に欠ける」乳幼児の保育を行い、合わせ

て利用者の家族援助を行う。

保育にあたっては保護者と地域社会の協力のもとに、子どもの人権や主体性を尊重し、豊かな愛情

をもって子供を安全に保育し、心豊かな感性と健康な身体の発達及び将来に必要な諸処の側面の育成

を支援することを目的とする。

（基本方針）

特に絵画造形指導をとおして美的情操を育てる。

健康でたくましい精神と体力を養う。

自然に親しみ、自然から学ぶ。

生活習慣の基礎を育み協調性・社会性を養う。

保育指導者の知識の修得と技術の向上に努める。

（保育目標）

・ 発想力豊かなこども

・ 表情が明るく豊かなこども

・ 自分から進んで行動するこども

・ 思いやりのある心情と、感謝の心を備えた優しい心のこども

・ 自然とのふれあいを通じ、情操豊かなこども

（２５年度活動結果概要）

１ 第二種社会福祉事業（保育所の運営）

事業内容（園のしおり他該当書類参照）

保育事業定員 保育事業定員（分園） 特別保育事業

０歳児保育 ９名 ０歳児保育 ６名 延長保育事業（本園・分園）

１歳児保育１５名 １歳児保育１０名

２歳児保育２０名 ２歳児保育１３名

３歳児保育２８名

４歳児保育２９名

５歳児保育２９名
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待機児童の受け入れ

障害児受入

２ 同（一時預かり保育事業（本園））

１０名

（ 総 括・成 果 ）
今年度は、８名の正職員保育士（新卒６名、経験者２名）の補充を行ったが、２４年度の退職者が９名と

多かったこともあり、前年度同様、求人採用の成果も無くぎりぎりの職員数での事業実施となったが、現場

の職員の努力により大きな事故もなく、保育事業を行うことが出来た。

しかし、町田市における保育情勢を考慮すると、保育士確保が難しい状況はしばらく続くことが予想され、

職員の仕事の負担軽減や業務の効率化などの処遇改善、新任職員の教育など職員の定着化をどう図るかが今

後の課題として残った。

１．保育内容

保育の内容に関しては、絵画・造形活動を通しての情操教育の成果として、本年度も各作品展において高

い評価を得ることができた。

季節の節目毎の各行事（発表会）においても保護者の方から感動の声が聞かれた。

第三者評価での利用者の自由意見においても、行事や動物との関わり、絵画造形活動など家庭では、なか

なか出来ない体験をさせてくれるなどの意見を頂いた。

また、年長の保護者からは卒園式の際、幼稚園のような教育内容が有難かったとのご意見を頂いた。

以上のように園の基本方針の成果があったと思われる。

２．一時預かり事業

一時預かり保育については、前年度同様に利用希望者があるにも関わらず、配置できる職員（保育士）が

ほぼ１名であるため、予約を断る状況が多くあった。保育士補充の為の求人は一時預かりに限定せず鋭意行

っているが、勤務時間等の条件に合う職員が見つからない状況である。

また、一時預かりの基本実施時間（8:30～17:00）以 外の利用者や急な予約希望者については、年齢に合

うクラスでの保育も考えられるが、一時利用の大半を占める１～２歳児の合同保育は在園児と保育リズムが

異なるため現場での負担が大きくほとんど実現不可能な状況であった。

職員確保に加え、予約方法などを見直しを図り来年度改善して行きたい。

３．職員の資質向上

職員の資質向上については、昨年度に引き続き日本経営教育研究所による職員研修を毎月実施し、挨拶を

はじめとする社会人の常識的なことから、よりよい保育を行う為の職員の意識改革を図った。

若手の職員が増える中、社会人としての常識を身に付けることは、モチベーションの向上につながったと

思われる。その結果、職員一人ひとりが全力を尽くして業務を行い、行事等の発表会の成功につながった。

今後の課題としては、職員一人ひとりがプラス思考を持ち、主体的に業務を行うことや先輩後輩、同僚な

どの円滑な人間関係が持てるように育成および環境整備に取り組みたい。
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Ⅰ．施設事業運営

（児 童 の 処 遇）

ア ｛園児クラス編成（年間）｝

（本園） （分園）

クラス名 年 齢 延べ在園児数 クラス名 年 齢 延べ在園児数

みるく ０ 歳 １０８名 ぽっぽ ０ 歳 ７２名

り す １ 歳 ２０２名 うさぎ １ 歳 １２０名

めだか ２ 歳 ２４０名 ぺんぎん ２ 歳 １６７名

ひよこ ３ 歳 ３８９名

すみれ ４ 歳 ３９６名

ゆ き ５ 歳 ３９７名

合 計 １７３２名 ３５９名

３才障害児含む

本園市町村内訳 町田市管内 延べ１７２８名

青葉区 延べ ４名（２歳）

分園市町村内訳 町田市管内 延べ ３４７名

川崎市宮前区 延べ １２名（１歳）

総利用人数 延べ２０９１名

｛一時預かり保育｝

クラス名 年 齢 利用者数 延利用回数

こひつじ １～６ 歳 ６６名（内管外９名） １１０４回

最高利用回数 １４５回 １日平均４人

利用回数は多いが半日利用者がほとんどである。

｛延長保育｝

利用延べ人数 １００４名 利用延べ回数（午後６：００超時点） ８，７１１回

利用延べ回数（午後６：３０超時点） ５，５５１回

（延長保育の約６４％）

｛健康管理｝

イ 健康管理

＊ 手洗いの徹底等、良い衛生習慣が身に付く指導、家庭調査書により、既往症など個別健康状

況を把握、日常の異常に関しては保護者へ連絡し、状況により引き取りを要請したり、医師

の診察を受けさせるなど対応は順調に達成できた。

＊ 感染症の発生の予防としてマニュアルに従ってアルコール、塩素系薬剤等での処理を習慣とす

るよう努力し、ノロウイルス感染時の教訓により、職員は必要時には使い捨て手袋、マスク、

エプロン、紙タオル等の使用を行った。

＊ ０歳児保育に関しては、看護師を中心としてＳＩＤＳ等への注意を行った。

＊ 今年度も熱生痙攣を起こす危険がある園児を受け入れており、常に体温等の監視を怠らないよ

う努め、緊急の場合の救急車要請等の救急対応も速やかに行う事ができた。

実施項目

健康診断 5/15,22 春期全園児 １７３名

10/16,23 秋期全園児 １７３名
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3/5 就園前（次期就園児を入園説明会時に３４名）

月１回 ０歳児 年間延べ１５６名実施

身体測定 毎月

歯科検診 9/4 全園児

歯磨き 6/1 歯磨きセットを配賦

虫歯予防教室 10/1 町田市より歯科衛生士による虫歯予防教室実施(1~5歳児）

蟯虫検査 5/7～ プール前全員から

ふとんｸﾘｰﾆﾝｸﾞ ３月実施（９０，５１０円）

※ ２５年度事故報告書分件

３歳児・平川 （痙攣により2/27救急車搬送）

転倒・体勢崩れ・衝突による事故が若干。大事なし。

※ アレルギー児の給食事故は昨年度と比較して激減。

（決算額）３６８，９１３円

ウ 栄養管理

＊ 統一献立により本園・分園それぞれで調理し、給食を提供。

＊ 随時クラス職員等と献立会議を開き、以下の様な現場からの意見を献立内容に反映させた。

２５年度 回 開催。

１ 園児の喫食状況。

２ 健康状態。アレルギーの状況。

３ 季節行事・誕生日。

＊ 食育の実施

食事前の挨拶、箸の美しい使い方などを通して、食事のマナーを学ぶ。

手洗い・食卓の清拭を通じて、衛生的に食べることの大切さを学ぶ。

稲や野菜の育成に参加させ、安全な食品への関心を持たせ、偏食をしない健康な身体を作る

事の大切さを学ぶ。

季節毎の行事食を提供し、受け継がれてきた食文化の意味とその継承を学ぶ。

＊ａ 厚生省栄養摂取基準により栄養士が昼食及びおやつの献立を作成し給食を提供し栄養給

与目標量を達成できた。

給与栄養目標量と給与栄養量（１１月 ３～５歳児）

ｴﾈﾙｷﾞｰ 蛋白質 脂質 Ca Fe ビタミン 食塩相 食物繊 炭水化物ｴ 脂質ｴﾈﾙｷﾞ

A B1 B2 C 当量 維 ﾈﾙｷﾞｰ比 ｰ比

(Kcal) （g） （g） （㎎） （㎎） （μｇ） （㎎) （㎎） （㎎) （g） （g) (%) (%)

給与栄養量

目標量給与 560 22 16 240 2.2 210 0.28 0.32 21 3 5 58.6 25.7
栄養量

ｂ 献立作成にあたり、標準食品構成表を作成し、年齢別の栄養基準量がバランスよく摂取

できるようにし、国産の添加物の少ない旬の魚・野菜を使用し、日替わり献立を実施し

た。

ｃ 各家庭に月毎に献立表を配布し、栄養面における家庭との連携を保った。

＊1/9 餅つき

（決算額）１２，９９０，８４１円
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エ 保 育

別紙、園のしおり（年間行事計画表）により

＊ 美的情操を育てる(絵画・造形、音楽、演劇等（全年齢）)

4/17より 鯉のぼり 母の日ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ

8/27~30 壺制作（年長）

11/9（土） 第３４回造形展

1/21～ 鬼面制作

毎月 ｶﾚﾝﾀﾞｰ制作等

第３５回全国はりえ展 5/11 特選金賞 １７点

入選 ４７点

第４４回世界児童画展 特選 ２点

入選 ３点

＊ 健康でたくましい体力を養う。

体育 （４歳児以上週１回派遣体育講師による指導）

7/18 ﾌﾟｰﾙ・水遊び開始

9/22 第６５回運動会（町田第２小学校体育館）

1/8,2/14 積雪による雪遊び

＊ 生活行動体験

4/ 21 第６５回入・始園式・対面式

4/27 こどもの国親子遠足

5/1 母の日プレゼント製作開始

5/29～ 時の記念日・時計製作開始

6/21 七夕飾り製作開始

6/29 七夕子供会（ 7/5笹取り）

7/3 笹取り

7/22~23 年長お泊まり保育（大地沢）

7/27 夕涼み会（会場：分園園庭 親子参加）

8/24 ２４年度卒園生同窓会（陶芸作品返却）

9/2 避難訓練・引き渡し訓練（町田市連携）

9/ ～ 敬老の日ハガキ製作

10/28 秋の遠足（3歳以上昭和記念公園）

11/8～ 七五三袋製作

12/21 ｸﾘｽﾏｽ祝会

12/26,27 園児参加の大掃除（3/25～年度末大掃除実施）

1/9 餅つき・新年お楽しみ会（挨拶とお年玉･先生の出し物）

1/23~ 鬼の面製作

1/29 環境とごみの出前講座・町田市役所環境資源部３Ｒ推進課（ごみ収集車）

2/3 豆まき（鬼着ぐるみ参加）

2/12 消防署員による消火訓練指導

3/1 ひなまつり子供会（本・分園合同）

3/3 ５歳児江ノ島へお別れ遠足

3/5 新入園児説明会･健康診断

3/17 観劇（劇団ともしび）お別れ会(年長を送るﾄﾞｯﾁﾞﾎﾞｰﾙ大会・・ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ食事）
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3/22 第６５回卒園式４，５歳児参加

＊ＥＣＣ委託社員（外国人講師含む）による英会話保育週１回実施

４，５歳児異文化を楽しみに学習し、修了書をもらう。

＊ 獣医師による自然科学講話（４歳児以上週１回）

＊ 草花等栽培、小鳥・小動物飼育

♥裸足遊び・泥遊び・兎,鶏の死・蝶のふ化・ダンゴムシの発見・鶏と遊ぶ・ザリガニ,カブトム
シ飼育

4/16～ 二十日大根種まき

5/14 ﾐﾆﾄﾏﾄ苗植え

6/14 ﾌﾟﾗﾝﾀｰ稲植え（年長・米の話：米の命をいただく）

7/10 ジャガイモ掘り（４，５歳・・矢口農園,畑で作って下さった方に感謝する）

11/12 稲刈り（年長）

11/27 移動動物園

（決算額）２，５０７，８６６円

オ ｛安全管理｝

1 保守・点検等

＊ 非常・災害時への対応として避難滑り台・非常通報装置の点検維持。

4/23，10/9（分園＝4/3,10/3)

中央消防機器㈱（消防用設備等保守点検）誘導灯ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換

10/4 特殊建築物等定期検査

本園（要是正（既存不適格） ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ扉遮円煙性能が無いため、区画不成立）

分園（要是正 窓サッシ劣化・手すりの設置）

10/9 総警ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ(株)（建物設備定期検査 指摘無し）

5/14,8/9,11/12,2/12 １１０番非常通報装置定期点検契約（１４年度から）

9/4 昇降機定期検査報告（㈱日立ﾋﾞﾙｼｽﾃﾑ）

要是正 以下Ｈ２１年９月施行の法規に不適合

（戸開走行保護装置・地震時等管制運転装置・施錠装置・昇降路内の耐震対策・ピット

内の耐震対策）

毎月 遠隔定期検査

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ報告４回

毎月 西崎電気管理事務所（ｷｭｰﾋﾞｸﾙ）15,000円/月額

7/11,1/14 ﾅﾌﾞｺｼｽﾃﾑ㈱ 自動ﾄﾞｱ点検

＊ 分園は本園と離れており利用年齢も低い子どもを預かっているので、特に事件・事故等が発生

した場合に少しでも対応出来るよう午後のパート職員に男性を配置。

＊ 1/25 園庭に照明器２台設置

２ 消防計画の作成届け出 本・分園（平成 1７年４月１５日）
毎月 避難・防災訓練の実施、自主消防訓練届け出

防火管理者 本園 豊田明夫 分園 矢島英男

（H16.12.15 資格取得） （H22.8.24資格取得 H23.4.1防火管理者）

３ 職員会議等で職員に安全点検・衛生点検等注意を怠らぬ事、及びその対処方法の指導並び

に自主点検の実施を行ったが、危急の場合に職員が的確な行動を取れるよう繰り返し訓練

していくことが重要と反省する。
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カ 衛生管理

4/25,5/29,9/24,10/28,11/28,3/25 ㈱三共消毒に依頼してゴキブリ等を定期的に防除した。

毎月 ㈱三共消毒厨房に捕虫器設置（ｺﾊﾞｴ等）防除した。

9/7 本園エアコン室内機分解除菌洗浄（河合薬業㈱） 265,650円

厨房及び園内のごみや資源の定期回収を業者に依頼。園内の整理等ができ、かつ生ゴミについて

は衛生的になった。 ㈱三凌商事39,060円／月

8/17 分園貯水槽清掃（㈱B,S,R） ・ 8/17同飲料水分析報告書（三山化学工業㈱）適合

7/2,1/31 ホシザキ㈱冷蔵庫保守点検・ﾌｨﾙﾀｰ交換、必要箇所分解洗浄

光化学スモックへの対応 クラスへ報告、園庭遊び中止

キ 延長保育・一時預かり保育

＊ 延長保育

利用内訳は前掲。利用料収入は、１，９７１，０００円。

＊ 一時預かり保育

利用内訳は前掲。利用料収入は、２，５７５，５５０円。

ク 障害児保育の取り組み

ダウン症の園児を引き受けて５年、この病気に関していろいろ勉強をし、とくに食事に関しては保

護者・栄養士・保育士と情報交換し連携をとって事故の無いよう注意をしてきたが、、無事卒園させ

ることができた。。

しかし、１名のみの障害児受入では、受入人数により支給される保育士加算の対象外であるが、現

状は保育士が常に注意を配る必要があり、保育士１名を専任配置している。特別障害児の引き受けに

関しては１対１の保育士配置が出来るよう補助を希望する。

（職 員 処 遇）

ア ｛職員構成及び職務分担２５年度末現在｝

【本園】

園長 １名（施設の管理運営・職員の管理指導）

副園長 １名（用務・事務・職員指導）

主任保育士 ３名（ 保育士の指導・監督 ０，４，５歳児担当）

保育士（主任保育士・常勤並非常勤保育士を含む）

１４名

事務担当保育士 1名

栄養士 １名（ 献立・調理）

調理員（常勤並非常勤） ３名（調理）

看護師（非常勤） １名（０歳児・保健衛生・健康管理）分園兼任）

パート保育士 ２名（一時預かり担当）

パート保育士 １１名（ 延長保育対応・朝２名夕４名・短時間非常勤５名）

延長保育対応パート ５名（朝２名夕２名 保育補助・非常勤等）

嘱託医・産業医 １名（健康診断・健康相談）

パート事務員 ２名（会計経理・事務他）

調理パート ２名（調理）

講師（獣医師） １名（自然科学講話）
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【分園】

園長 本園と兼任（施設の管理運営・職員の管理指導）

保育士（常勤並非常勤含む） ７名（０歳担当２名，１歳担当２名，２歳担当３名）

延長対応パート ２名（ 延長保育対応・朝１名夕１名）

調理員パート １名

☆ （常勤） 退職 ８月１名

採用 １２月１名非常勤より常勤へ

☆ （非常勤）退職 ８月１名・１２月１名・２月２名・７，８月のみのパート１名

採用 ８月１名・１月１名・２月２名・３月のみ１名

（人件費）

（決算額））給料・手当 ９０，５８８，３１３円

賃金 ５０，７３２，８０７円

退職金・同共済掛金 ３，５５４，５３０円

法定福利費 １７，３６３．７３３円

合計 １６２，２３９，３８３円

イ 健康管理

春期健康診断 １１月よりパート職員を含み全員実施（原町田診療所）

再検査等は各自に任せた。一般２２名，４０歳以上３１名 366,450円

所見のあった者は自己にて検診

蟯虫検査 給食・０歳児担当職員職員毎月実施及びプール利用前該当職員

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 全職員対象（11月より）一部その他機関で接種。 130,050円

２５年度労災申請 １件（階段踏み外し）

（決算額）福利厚生費に含む

ウ 職員会議

職員会議録参照

エ 研修会出席等（概略・詳細は研修記録簿）

＊ 当園長の２５年度は保育園協会の副会長に任ずる。

＊ 研修計画表に基づいて実施し、主な研修は

6/5市保育園協会新任職員研修 ３名 町田市保育園職員全体研修会5/25 １１名

6/23東京幼年美術の会 １５名 9/8保育ｾﾐﾅｰ（町田市法人立保育園協会）参加できず

10/26 東京幼年美術の会（当園にて公開保育）

町田子どもｻｰｸﾙ･ﾘｰﾀﾞｰ養成講座 ３名

1/18町田市保育園協会職員全体交流会（ひなた村ｶﾘﾖﾝﾎｰﾙ）

その他主任会・健康部会・Ｄブロック研修・ﾈｯﾄﾜｰｸ会議・調理研修・食品衛生講習等多数。

※ 日本経営教育研究所によるﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄ指導（社会人基礎研修）を毎月実施。

※ １月より脇悳先生による保育指導力向上の指導開始

（研修費決算）７８，０００円

オ 福利厚生

町田市勤労者福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰに全員加入（弔慰金・お祝い金請求）３１０，０００円

原町田診療所健康診断，ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防注射４５名，蟯虫検査対象者
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新職員ジャージ,職員Ｔシャツ,トレーニングシャツ
一泊研修旅行箱根温泉半額負担 （３１１，９２０円）

毎月の検便（細菌検査）実施 給食関係者、０歳児他担当者

（決算額） １，６１４，８７７円

（保 護 者 会）

ア 保護者会編成とその役割（総会・役員会）

4/20（土） 保護者総会及びクラス懇談会

行事前 保護者役員会実施（保護者参加行事）

4/20 平成24年度保護者会より10,000円

3/22 ２５年度卒園児保護者一同より（１５，５６１円 スリッパ３９足）の寄附を受ける。

イ 保育参観・懇談会

２５年度保育参観（行事参加を兼ねる）

＊ 入園式、七夕こども会、夕涼み会、運動会、造形展、クリスマス会、雛祭り会、卒園式に、

保護者等の参加があり、園における園児の成長発達を参観してもらった。

＊ 保育について保護者から要望がある場合は、園の許可の上で保育参観を受け入れる。

Ⅱ（施設事業管理）

（１）事務関係

＊＊＊備付帳簿＊＊＊

（運営管理）

１ 事業計画書 21 施設台帳

２ 事業報告書 22 施設認可書（内容変更含む）

３ 園規則 23 災害対策関係書類

４ 業務分担表 24 避難訓練記録

５ 職員会議録 25 消防署関係書類

６ 就業規則（育児・介護・ﾊﾟｰﾄを含む） 26 東社協・医療事業団の退職

７ 給与規程 共済関係書類

８ 経理規程 27 ｻｰﾋﾞｽ推進費補助関係書類

９ 職員履歴書（資格証明書・前歴証明書） 28 各種保守点検簿

10 労働者名簿 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

11 勤務割り表 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

12 出勤簿 ｶﾞｽ設備

13 年次有給休暇整理簿 消防設備

14 給与台帳 特殊建築物

15 社会保険・雇用保険関係書類 110番非常通報装置

16 源泉所得税徴収関係書類 自動ドア

17 非常勤職員雇用契約書（履歴書・資格証明書） 分園貯水槽

18 職員健康診断記録 厨房・冷蔵庫

19 研修関係書類 29 火災保険証書

20 園日誌 30 文書保存年限表（園則別紙）
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（児童処遇）

１ 児童名簿 21 事故簿

２ 入所関係書類 22 賠償責任保険証書

３ 保育指導計画・個別指導計画（０，１歳児） 23 衛生管理ﾁｪｯｸ表

４ 児童出欠簿

５ 保育日誌

６ 児童票

７ 入園のしおり

８ 園だより（毎月）

９ 連絡帳

10 緊急連絡表

11 給食献立表（予定献立・実施記録）

12 食品材料発注書

13 食品納品書

14 栄養出納表

15 調理・調乳担当者の検便検査結果表

16 調理・調乳担当者の健康管理チェック表

17 集団給食施設栄養報告書

18 児童健康診断記録・身体測定記録

19 ０歳児健診の記録

20 保健日誌

21 ０歳児の日々の健康記録

（会計経理）

１ 仕訳伝票

２ 総勘定元帳

３ 補助簿

延長保育利用料徴収簿

一時預かり保育利用料徴収簿

賃金台帳（職員給食費徴収・預り金台帳）

寄付金台帳

固定資産物品台帳

備品台帳

現金出納簿（延長・一時預かり含む）

普通預金帳（延長・一時預かり含む）

当座預金帳

未払金台帳

４ 月次試算表

５ 証憑書類

６ 運営費・補助金請求書

７ 予算書（対比書含む）

８ 決算報告書

資金・事業活動収支計算書

貸借対照表

財産目録



- 13 -

９ 決算付属明細書

残高証明書（預金・借入金） 金銭現在高明細表 銀行預金等明細表

当座勘定照合表 未収金・立替金・前払金・仮払金明細表

その他の固定資産明細表 従事者共済累計額証明書

未払金・預り金等明細表 借入金等明細表

寄付金収入明細表 経理区分間及び会計単位間資金移動明細表

基本金明細表 補助金収入明細表

国庫補助金等特別積立金明細表 その他の積立金明細表

固定資産集計表 固定資産増減明細表

固定資産管理台帳

１０ 施設整備費・施設運営調整明細簿

ア 会計事務・管理事務

会計事務（新会計基準による）

通達（保育所運営費の経理等について）変更による処理を誤りなく行う。

１ 関係官庁の通達要綱等・経理規程・予算書に沿い、証憑を基にして正確な会計処理を行っ

た。

２ 出納係、経理事務員、会計責任者、小林会計事務所とﾁｪｯｸ機能は十分生かされた。

会計責任者（園長豊田ゆり子） 出納係（保育士福本万里）

会計経理事務（ﾊﾟｰﾄ鈴木京子） 新会計基準のﾁｪｯｸ（小林会計事務所・平山先生）

３ 関係証憑及び関係帳簿の整備保管の徹底。

４ 一時・延長の利用料の早期預金預け入れの徹底。

管理事務

１ 補助金に係る関係証憑の保管

２ サービス推進費補助金にかかる原資料の保管

イ 児童処遇事務（保育・給食・健康管理）

１ 所定の書類の記録・整備・保管の徹底

保育 延長保育、一時預かり保育に係る証憑類の記録・保管は概ね妥当であった。

これらの利用料の計算ミスがかなり見受けられたが、訂正できた。

給食 検査用保存食の保管（１週間保管）・検便（毎月）の実施・衛生管理ﾁｪｯｸ表による

調理室内の自主管理 アレルギー児への的確な給食提供ができていない時がある。

健康管理 保健計画表に従い園児の身体・健康状況の把握に努めた。

感染症・事故簿の整備を進めた。

（２） 設備関係

２才児室引出棚 ６月 １台 535,500円

一時預かり引出棚 ７月 １台 178,500円

ナショナル自動洗浄便器 ８月 1台 319,300円

厨房食洗機 １月 １台 646,612円

厨房ガス立体炊飯器 １月 １台 262,111円

厨房ガスﾌﾞｰｽﾀｰ １月 １台 144,558円

イナバ物置NXN-30H（作品保管用）３月 １台 152,985円

分園厨房食洗機 １月 １台 519,415円
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分園園庭照明器具設置 ２月 ２台 515,550円

除却品（ﾊﾟｿｺﾝﾊﾟﾜｰﾌﾞｯｸ・ｶﾞｽ炊飯器・本園食洗機・２才児室引出棚）

（減価償却費） ２５年度償却額 １４，８１５，８２７円

本園 基本財産分累計額（構築物）含む １３７，４８６，４０９円

その他建物・附属設備・構築物累計額 １８，６１７，１９３円

器具備品等減価償却費累計額 ３０，１１４，３７７円

（３）備品関係

器具備品の修繕・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

分園 雨対策として園庭整備 1 ,974,000円

園庭南脇壁面湧水排水改修工事 220,500円

本園 2階ﾄｲﾚ便器交換 115,500円

厨房ガス炊飯器取替によるガス配管工事 50,400円

ほふく室畳表替え８枚 42.000円

その他 経常的な修理 153,667円

（決算額）２，５５６，０６７円

（４） 災害対策

ア 避難訓練

毎月実施 避難訓練記録簿参照

9/2 保護者引渡訓練（町田市一斉）

10/16 登園時刻、遅い速度の大型の台風２６号通過

2/12 町田消防署員（消火・通報訓練）

イ 消防設備の保安点検

日立ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ点検報告 前述のとおり

㈱中央防災機器に点検依頼 年２回 前述のとおり

エ 防災用品の備蓄

防災用ﾍﾙﾒｯﾄ職員用（３５ケ）（分園１０ケ）

防災ずきん園児用（１６０ケ）（分園２８ケ＋１枚）

避難車４台（散歩車含む）・乳母車４台・非常用マイク一式・ラジカセ７台・テント５張り・折

り畳み式リヤカー１台・メガフォン２台・自転車１台・救急箱２ケ・防災用品保管庫１台・バッ

テリーライト１台 発電機１台 簡易ﾄｲﾚ 140枚
２５年度追加（ヘッドライト１３ヶ ランタン１台 ＬＥＤライト２ケ）

非常用食品 ﾐﾈﾗﾙｳｵｰﾀｰ500ml・2Lほか約830L，ｱﾙﾌｧ米・ｸﾗｯｶｰ・ﾋﾞｽｹｯﾄ・せんべい・乾パン

非常用水戻し餅，おかゆ，スープ等

Ⅲ 地域社会との関連

（地域交流事業）

※ 子どもｽﾃｰｼｮﾝ（講師 田代耕司氏） ２５年度計９回実施 （１５３，８００円）

4/21（音遊びしよう） １９人

5/19（ぺたくたをつくろう） ２２人

6/9（ぱんぱん人形をつくろう） ２３人
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7/7（ｷﾗｷﾗﾋﾟｸﾁｬｰ） ３３人

9/29（すきなもの絵本をつくろう） ２２人

11/17（牛乳パックでつくろう あそぼう） ２２人

12/15（年賀状印刷とうまの干支をつくろう） ２４人

1/19（おもしろえもじをかいてつくろう） １９人

3/9（うたの絵本をつくろう） １６人 総参加者数 ２００名

※ 地域社会への参加行事としては

7/6 境川クリーンアップ作戦参加（作品展示）

7/21 子どもも大人も遊びもまちだ展参加

7/28 境川クリーンアップ作戦参加（ゴミ拾い）

11/2 保育園協会東北復興イベント（ぽっぽ町田）３歳以上参加

11月中 町田市保育展 １０組参加（11/15,17 七五三袋を作ろう）

※ 園の行事へ、地域社会住民の参加を呼びかけ、多数の参加があった。

夕涼み会 （近隣住民）・運動会 （近隣住民・敬老者・卒園、未就園児））・造形展（近

隣住民・卒園、未就園児）・餅つき・ひな祭り子供会・クリスマス祝会

※ 地域保育拠点事業（ボランティア、実習生の受入）

☆ 11/25~29 町田１中２年生職場体験４名受入

☆ ７・８月ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 小川高校１名，山﨑高校２名，町田総合高校２名

☆ 教育実習生８名受入

（和泉短期大学４名，和光大学・湘北短大・田園調布学園大学・帝京大学各１名）

※ 8/24 平成２４年度卒園児同窓会卒園生半数出席

Ⅳ 苦情処理

※ 苦情処理の規程を設けて、苦情に対する受付担当･処理担当者並びに第三者委員による解決体制

を整えており、２５年度は

＊１０月 市役所提出の家庭状況調査票の保管に関して、園が保護者が提出した同書類を紛失。

保護者より文書で、改善を求められる。

※ 第三者評価の受審及び結果公表

㈱学研Ｒ＆Ｃによる第三者評価を実施。（７００，０００円）詳細は別ファイル結果報告書によ

る。

Ⅴ 会計収支決算書

園内にて開示のとおり

Ⅵ 契約・特記事項等

（契約）

(株)日本経営教育研究所（ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄ COSMO21 指導業務契約・・自動更新）H25.4.1～H26.3.31
脇 悳先生（保育活動全般並びに管理運営に関しての指導助言）Ｈ２６年１月４日


